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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月22日(2020.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファイルを管理する情報処理装置を制御するプログラムであって、
　前記情報処理装置を、
　前記ファイルのファイル識別情報を取得する取得手段と、
　任意の文字列を設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された任意の文字列と、前記取得手段により取得されたファイ
ル識別情報とを組み合わせた新たなファイル識別情報を表示する表示手段として機能させ
るためのプログラム。
【請求項２】
　前記表示手段は、フォーカスが当てられた入力エリアに、前記任意の文字列と、前記取
得手段により取得されたファイル識別情報とを組み合わせた新たなファイル識別情報を表
示することを特徴とする請求項１に記載のプログラム。
【請求項３】
　前記取得手段は、指定されたアセンブリファイルが参照している被参照ファイルのファ
イル識別情報を取得することを特徴とする請求項１又は２に記載のプログラム。
【請求項４】
　ファイルを管理する情報処理装置であって、
　前記ファイルのファイル識別情報を取得する取得手段と、
　任意の文字列を設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された任意の文字列と、前記取得手段により取得されたファイ
ル識別情報とを組み合わせた新たなファイル識別情報を表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　ファイルを管理する情報処理装置の制御方法であって、
　前記情報処理装置の取得手段が、前記ファイルのファイル識別情報を取得する取得工程
と、
　前記情報処理装置の設定手段が、任意の文字列を設定する設定工程と、
　前記情報処理装置の取得手段が、前記設定工程により設定された任意の文字列と、前記
取得工程により取得されたファイル識別情報とを組み合わせた新たなファイル識別情報を
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表示する表示工程と、
　を含む制御方法。
【請求項６】
　ファイルを管理する情報処理装置を制御するプログラムであって、
　前記情報処理装置を、
　任意の文字列を設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された任意の文字列と、表示画面において新たに入力された文
字列とを組み合わせた新たなファイル識別情報を表示する表示手段として機能させるため
のプログラム。
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